



























































































　続いて、2015 年 6 月 11 日に、本学において今年度第 3 回目高大連携事業
を実施。すべての日程終了後、27 名を対象に無記名式質問紙調査を実施した（回
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図 3　保育で興味のある分野
（N=27、3 つまで選択）
IV.　まとめと課題
　金田は、「人間は生活しつつ発達し、発達しつつ生活する」xii という 。さら
に金田は、高校生・大学生にとっては、自己の将来と重ね合わせてどのように
職業を選択し、それに向けてどう学習を発展させていくかを中心に、かつ、や
がての自己の創る家族の形成に目をやっていくことが、発達段階に応じた課題
であると指摘する。そしてこの時期特有の、社会に出た時に突き当たるモラト
リアムに陥りやすいという状況をどう支えるかが問題だと続ける xiii。まさに、
家庭科教育という生活を中心とした学びにおけるキャリア教育の重要性と重な
る。われわれ人間は、生活を中心として生きている存在である。生活の視点を
欠いたまま、職業選択だけをすることは不可能である。その時、家庭科という
スコープから自分の将来を展望することで、学業への意欲へ昇華したり、社会
的自立に向けた足がかりを作ったりするきっかけになり得ると考えられる。
　本研究を通じ、高校家庭科「子どもの発達と保育」と幼児教育学科間での連
携事業が、高校生のキャリア形成に対しても有効に働くことが示唆された。高
校と大学の教員がともに協力し合い、特に高校生の教育に当たることにより、
職業選択を見越した学びへの意欲付けができ、高校生のキャリア教育に十分な
効果がある可能性が示されたといえる。高大連携事業がいわばイベント的な単
発の事業で終わらないためにも、より一層キャリア教育の視点が重要となる。
そしてさらに今後は、本高大連携事業が生徒の社会的・職業的自立へと着実し
ていくのか、長期的な視点で見ていく必要がある。
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　昨今、至る所で大学の地域貢献が求められており、地域に開かれた大学運営
が必要とされている。換言すれば、大学は目前の学生に対して高等教育を行う
だけの場ではない。大学の持つ智の文化を広く地域に還元させることを目指し、
社会的貢献に向けた努力を続ける必要があろう。
　最後に、本連携事業は筆者が現勤務校に着任する以前から、脈々と築き上げ
られてきた実績の上に成り立っていることを申し添えたい。この事業に携わっ
ておられる多くの関係者各位に深い敬意を捧げたい。また、日々の授業以外に
も進路や部活指導等多くの業務を抱えられながら、本連携事業に熱心にご尽力
くださる岡谷東高校の先生方、共に学ぶ楽しさを感じながら、質問紙調査や写
真使用に快く応じてくださった生徒の皆さんにも心からお礼申し上げます。あ
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